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会
と
し
て
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

渋
柿
浜
で
は
、
20
の
隣
組
を
４
チ
ー

ム
編
成
に
し
た
対
抗
戦
。
広
い
運
動

広
場
を
使
っ
て
各
種
目
に
挑
み
ま
し
た
。

　

超
大
玉
送
り
は
、
さ
ら
に
２
チ
ー
ム

が
協
力
し
合
い
２
つ
に
分
か
れ
て
行
う

総
力
戦
。
大
縄
跳
び
は
縄
を
回
す
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
跳
ぶ
人
の
体
力
勝
負
と
な
り
、

応
援
に
も
熱
が
は
い
り
ま
し
た
。

お知らせ　第111号
発　　行　まちづくり大潟
発行責任者　後藤　紀一
発 行 日　平成26年11月１日
TEL/FAX　534−6810/6815

ま
ち
づ
く
り
大
潟
か
ら
の

大
潟
区
総
合
事
務
所
か
ら
の

11月

まちづくり大潟	 　534-6810
大潟区総合事務所
　総務班、地域振興班	　534-2111（代）
　産業建設業務窓口班	　534-6803
　市民生活班、税務班	　534-6807
　福 	　　祉　　	班 	　534-6805
　教 育 ・ 文 化 班	　534-6808
大潟地区公民館	 　534-4367

問 

合 

せ

《定休日等》
鵜の浜人魚館（毎週火曜日、
　　　　　	 11/4・5・6	はメンテナンスのため休館）
体育センター、体操アリーナ
　　　　　　（毎週月曜日、祝日の場合は翌日）

　大潟区の　人口9,837人　世帯数3,433世帯
（平成26年10月1日現在）

「
卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
」

　
　
　
　
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

９
月
、
喧
噪
の
夏
が
終
わ
り
爽
や

か
な
秋
風
を
感
じ
る
中
、
町
内
会
に

よ
る
運
動
会
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

快
晴
の
21
日
（
日
）
に
は
、
雁
子

浜
、
四
ッ
屋
浜
、
渋
柿
浜
町
内
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
競
技
で

老
若
男
女
が
一
緒
に
な
っ
て
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
雁
子
浜
町
内
会
の
運
動

会
は
歴
史
が
古
く
、
今
年
で
37
回
を

数
え
ま
す
。
競
技
は
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
皆
が
参
加
で
き
る
よ

う
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
中
心
に
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
８
つ
の
隣
組
対
抗
戦
！

小
中
学
生
の
少
な
い
組
に
は
、
子
供

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来 

！

各
町
内
会
運
動
会
で

　 

ご
近
所
同
士
の
支
え
合
い

水運びリレー。最後の一杯が勝負の決め
手となりました。
（雁子浜）

ゲートボール種目。規定の距離に近いと
ころまで転がす、微妙な匙加減が難しい。
（雁子浜）

大玉送りはお手の物 ?!	勢いよく転がり、
熱戦となった。
（渋柿浜）

ジュースの早飲み競争。炭酸入り500ml
に大苦戦！
（雁子浜）

チームワークで勝負。息を合わせて跳び
ます。（渋柿浜）

　

卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

郷
土
出
身
の
音
楽
家
、
小
山
作
之
助

先
生
を
顕
彰
し
、
偉
大
な
業
績
を
一

人
で
も
多
く
の
方
か
ら
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
音
楽
祭
の
企
画
・
運

営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
誇
り
を
守
り
、
伝
え
る
た

め
に
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
・
問
合
せ

　

	

卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
教
育
・
文
化
班
）

　

☎
５
３
４
・
６
８
０
８

会
が
う
ま
く
子
供
た
ち
を
助
っ
人
と

し
て
班
分
け
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

組
長
を
中
心
に
、
ご
近
所
同
士
が
力

を
合
わ
せ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
あ
と
は
、
反
省
会
と
言

う
名
の
打
ち
上
げ
懇
親
会
も
お
楽
し

み
の
一
つ
で
、恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
長
の
熊
木
清
さ
ん
は
、「
一
年

に
一
度
、
家
族
み
ん
な
で
参
加
で
き

る
行
事
だ
か
ら
、
親
睦
と
交
流
の
機

月・日 曜日 行事等 問合せ先

11・5 水

２歳児健診
（受付時間	13:00～13:20）
大潟保健センター
【対象	H24年７月～９月生】

福祉班

11・6 木 いきいきサロン・渋柿浜町内会館 まちづくり大潟

11・8 土
えほんのひろば（10:00～11:00）
大潟地区公民館
【対象	幼児から小学生】

大潟地区公民館

11・9 日

農林水産業フェスティバル
夢大地おおがた
（9:00～12:00）
大潟カントリーエレベーター前広場

産業建設業務
窓口班

11・13 木 いきいきサロン・やすらぎの家 まちづくり大潟

11・19 水 いきいきサロン・下小船津浜町内会館 まちづくり大潟

11・20 木

いきいきサロン・土底浜町内会館 まちづくり大潟

離乳食（初期）相談会
（受付時間	9:15～9:30）
大潟保健センター
【対象	H26年６月生】

福祉班
離乳食（中期）相談会
（受付時間	10:15～10:30）
大潟保健センター
【対象	H26年４月生】

11・21 金 いきいきサロン・メンズ会 まちづくり大潟

11・25 火

いきいきサロン・上小船津浜町内会館 まちづくり大潟

３か月児健診
（受付時間	13:00～13:20）
大潟保健センター
【H26年７月～８月生】

福祉班

11・27 木 いきいきサロン・犀潟町内会館 まちづくり大潟

第
４
回　

健
康
作
り
講
演
会

『
認
知
症
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
講
師
　
水
澤
　
英
洋

　
　
　
　

	

　
（
頸
城
区
出
身
）

日
時　

11
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
約
90
分

会
場　

大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
大
潟
事
務
局

　
　
　

電
話　

５
３
４
・
６
８
１
０

広　告

日時：平成26年11月15日（土曜日）
　　　17時30分開演（17時開場します）
場所：頸城区城野腰「樹下美術館」
参 加 費：お一人様　1200円
　　　　　中高生　　 800円
お申込み：樹下美術館窓口で、または
　　　　　お電話で 025-530-4155

●クラシック：バッハ「Ｇ線上のアリア」、モーツアルトのピアノ曲など
●ジャズ、ポピュラー、ラテン：ダイナ・ショアー「青いカナリア」、
　　　　　　　　　　　　 江利チエミ「テネシーワルツ」など
●歌謡曲：美空ひばり「越後獅子」
●童謡：川田孝子「月の砂漠」など
 ＊合計20曲前後で、当日一部内容が変わることがあります

〝晩秋のひととき　過ぎし日を思い〟　　
　　　　　　　　〝あるいは異文化体験を〟

『曲目』
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新
し
い
ス
ィ
ー
ツ
が
で
き
ま
し
た

　

産
業
振
興
部
会
主
催
の
「
い
ち
じ
く

ス
ィ
ー
ツ
」
造
り
教
室
が
、
10
月
11
日

（
土
）
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
大
橋
丈
夫
さ
ん

（
菓
子
作
り
１
級
技
能
士
・
潟
町
一
区
）

の
指
導
の
も
と
、20
名
の
参
加
者
が
、『
い

ち
じ
く
パ
イ
』
造
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。地
元
産
の
日
本
い
ち
じ
く
を
使
っ

て
３
種
類
の
パ
イ
を
作
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
さ
す
が
大
潟

区
の
方
だ
け
あ
り
、
い
ち
じ
く
の
扱

い
に
は
慣
れ
て
お
り
、
見
事
な
出
来

上
が
り
で
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
皆
さ
ん
、「
大
変
美

味
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。
各
ご
家

庭
で
も
『
日
本
い
ち
じ
く
』
を
使
っ

た
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
『
い
ち
じ

く
の
大
潟
』
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
福
祉
部
会

　

毎
夜
、
常あ

夜か

灯り

目
当
て
に
海
を
渡
っ
て

く
る
娘
…

　

小
川
未
明
の
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

の
元
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
雁
子
浜
の
人

魚
塚
の
物
語
。

　
「
悲
し
く
も
純
粋
な
物
語
を
後
世
に
伝
え

た
い
」
と
平
原
さ
ん
は
、詞
を
作
っ
た
き
っ

か
け
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

天
保
の
頃
よ
り
伝
わ
る
物
語
を
、
現
代

文
で
作
詞
す
る
に
あ
た
り
、
過
去
の
文
献

を
ひ
も
と
き
、
登
場
人
物
の
心
情
を
文
字

に
乗
せ
る
こ
と
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
13
年
、
作
詞
が
完
成
し
、
暫
く
温
め

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
、
書
家
の
桑

山
戯ぎ

魚ぎ
ょ

氏
に
額
へ
の
筆
写
を
依
頼
し
ま
し

た
。
町
お
こ
し
の
一
環
に
な
れ
ば
と
、当
初
、

総
合
事
務
所
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
勢
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
大

潟
区
の
願
い
か
ら
、
現
在
は
、
鵜
の
浜
人

魚
館
の
２
階
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

作
詞
を
し
て
み
て
平
原
さ
ん
は
、「
昔
の

人
た
ち
は
こ
の
物
語
を
通
し
て
、
日
本
人

の
古
く
か
ら
伝
わ
る
心
情
を
後
世
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」

と
静
か
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
雁
子
浜
の
人
魚
塚

　
　
　
　

天
明
の
悲
恋
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

平
原
周
司

　

一
、
頃
は
天
明　

神か
ん

無な

月づ
き

　
　
　

佐
渡
の
島
か
ら　

今
宵
ま
た

　
　
　

常あ

夜か

灯り

め
あ
て
に　

通
い
来
る

　
　
　

妖あ
や

し
娘
の　

賭
け
た
恋

　

二
、
許

ゆ
る
し
た

嫁む
す
め　

居
り
な
が
ら

　
　
　

逢
瀬
楽
し
む　

若
者
は

　
　
　

母お

親や

に
止
め
ら
れ　

そ
の
一
夜

　
　
　

灯
す
常
夜
灯
の　

約
破
る

　

三
、
見
え
ぬ
常
夜
灯
の　

黒
い
海

　
　
　

髪
振
り
乱
す　

形
相
は

　
　
　

恋
に
破
れ
た　

怨
霊
か

　
　
　

打
ち
上
げ
ら
れ
て　

夢
無
惨

　

四
、
罪
の
深
さ
に　

若
者
は

　
　
　

哀
れ
身
を
投
げ　

後
を
追
う

　
　
　

情
を
寄
せ
た　

村
人
は

　
　
　

常
夜
灯
の
下
に　

比
翼
塚

　

五
、
飢
饉
に
一
揆　

浅
間
焼
け

　
　
　

地
震
戦い

く
さ争

と　

変
わ
れ
ど
も

　
　
　

今
に
伝
え
る　

悲も

の

が

た

り

恋
物
語

　
　
　

純
情
可
憐　

胸
を
打
つ

　
『
大
潟
歩
こ
う
会
』
は
自
然
を
愛

す
る
仲
間
と
一
緒
に
歩
く
こ
と
で
、

健
全
な
気
力
と
健
康
な
体
力
を
育
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
平
成
16
年
10
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
当
時
は
40
名
程
度
だ
っ

た
会
員
も
現
在
は
１
４
６
名
に
な

り
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
定
例
歩
こ
う
会
を
毎

月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。（
８
月

と
12
月
～
２
月
は
無
し
）
大
潟
区

域
の
他
、
県
内
各
地
、
長
野
県
や

富
山
県
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
年
の
計
画
が
春
の
定
期
総
会

で
承
認
さ
れ
た
後
、
会
の
役
員
が
、

毎
月
の
行
き
先
の
コ
ー
ス
を
事
前

に
下
見
、
点
検
を
し
て
、
安
全
に

は
十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
当
日

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
例
会
は
、
今
年
の
８
月
で

通
算
85
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
10
月
で
10
周
年
を
迎
え
た
の
で
、

９
月
21
・
22
日
（
日
・
月
）
に
、

一
泊
二
日
の
会
発
足
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
『
安
曇
野
北
ア

ル
プ
ス
展
望
の
道
』
を
43
名
の
会

員
が
参
加
し
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
、
散
歩
な
ど
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
簡
単
に
持
続
出
来
る
有

酸
素
運
動
で
す
が
、
日
常
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
時
々
、
こ

う
し
た
定
例
会
に
参
加
し
て
、
季

節
の
風
景
や
街
並
み
を
楽
し
ん
だ
り
、

仲
間
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
一
緒

に
歩
く
の
も
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

　

当
会
は
い
つ
で
も
入
会
が
出
来

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

大
潟
歩
こ
う
会

会
長
　
平
原
善
雄（
犀
潟
）

十周年記念『安曇野北アルプス展望の道』の参加者まちづくり大潟 広告掲載例 毎月 日〆切

紙面 段 縦 ×横 円

紙面 段 縦 ×横 円 ✓

詳しくは、インターネットで 久保田建築 ⇒ 検索

「 ほんのり、ほんわか ＯＭ家族。」

完 成 見 学 会！ 土 日

会場：吉川区田尻地区 ： ～ ：

太陽で 暖房・発電・給湯・換気 つの働き！

ＯＭクワトロソーラーで 暮らしをもっと快適に↑携帯電話をかざして、ＱＲコードを読み取って下さい！

☀ 家の中の太陽の働きが見えるエコナビシステムをご覧になれます ☀

大橋さんの説明に、真剣に聞き入る
参加者のみなさん

人
魚
塚
を
ず
っ
と
語
り
続
け
た
い

平
原
周
司
さ
ん
（
犀
潟
）

　

10
月
12
日
（
日
）、
危
惧
さ
れ
た
台

風
19
号
の
影
響
も
な
く
天
候
に
も
恵

ま
れ
え
ち
ご
く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隔
年
ご
と
の
開
催
で
今
回
は
高
田

開
府
４
０
０
年
と
重
な
っ
た
第
10
回

の
記
念
す
べ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
最
多
の
２
６
２
７
人
の
選
手
が

参
加
し
、
秋
色
の
深
ま
っ
た
く
び
き

野
の
山
野
を
１
０
０
㎞
と
60
㎞
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

え
ち
ご
く
び
き
野
マ
ラ
ソ
ン
は
国

内
屈
指
の
難
コ
ー
ス
で
知
ら
れ
る
と

共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
も

て
な
し
も
最
高
と
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者

の
間
で
は
非
常
に
評
価
の
高
い
大
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
潟
区
は
１
０
０
㎞
の
部
の
通
過

コ
ー
ス
で
２
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人

達
が
エ
ー
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

（
選
手
支
援
所
）

や
沿
道
で
選
手

を
応
援
し
ま
し

た
。

鵜の浜エードステーションでおもてなし

 

え
ち
ご
く
び
き
野

　
　
　

１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン

第
10
回
記
念
大
会
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新
し
い
ス
ィ
ー
ツ
が
で
き
ま
し
た

　

産
業
振
興
部
会
主
催
の
「
い
ち
じ
く

ス
ィ
ー
ツ
」
造
り
教
室
が
、
10
月
11
日

（
土
）
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
大
橋
丈
夫
さ
ん

（
菓
子
作
り
１
級
技
能
士
・
潟
町
一
区
）

の
指
導
の
も
と
、20
名
の
参
加
者
が
、『
い

ち
じ
く
パ
イ
』
造
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。地
元
産
の
日
本
い
ち
じ
く
を
使
っ

て
３
種
類
の
パ
イ
を
作
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
さ
す
が
大
潟

区
の
方
だ
け
あ
り
、
い
ち
じ
く
の
扱

い
に
は
慣
れ
て
お
り
、
見
事
な
出
来

上
が
り
で
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
皆
さ
ん
、「
大
変
美

味
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。
各
ご
家

庭
で
も
『
日
本
い
ち
じ
く
』
を
使
っ

た
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
し
『
い
ち
じ

く
の
大
潟
』
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
福
祉
部
会

　

毎
夜
、
常あ

夜か

灯り

目
当
て
に
海
を
渡
っ
て

く
る
娘
…

　

小
川
未
明
の
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」

の
元
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
雁
子
浜
の
人

魚
塚
の
物
語
。

　
「
悲
し
く
も
純
粋
な
物
語
を
後
世
に
伝
え

た
い
」
と
平
原
さ
ん
は
、詞
を
作
っ
た
き
っ

か
け
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

天
保
の
頃
よ
り
伝
わ
る
物
語
を
、
現
代

文
で
作
詞
す
る
に
あ
た
り
、
過
去
の
文
献

を
ひ
も
と
き
、
登
場
人
物
の
心
情
を
文
字

に
乗
せ
る
こ
と
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
13
年
、
作
詞
が
完
成
し
、
暫
く
温
め

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
、
書
家
の
桑

山
戯ぎ

魚ぎ
ょ

氏
に
額
へ
の
筆
写
を
依
頼
し
ま
し

た
。
町
お
こ
し
の
一
環
に
な
れ
ば
と
、当
初
、

総
合
事
務
所
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
勢
の
人
に
観
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
大

潟
区
の
願
い
か
ら
、
現
在
は
、
鵜
の
浜
人

魚
館
の
２
階
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

作
詞
を
し
て
み
て
平
原
さ
ん
は
、「
昔
の

人
た
ち
は
こ
の
物
語
を
通
し
て
、
日
本
人

の
古
く
か
ら
伝
わ
る
心
情
を
後
世
に
伝
え

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」

と
静
か
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
雁
子
浜
の
人
魚
塚

　
　
　
　

天
明
の
悲
恋
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

平
原
周
司

　

一
、
頃
は
天
明　

神か
ん

無な

月づ
き

　
　
　

佐
渡
の
島
か
ら　

今
宵
ま
た

　
　
　

常あ

夜か

灯り

め
あ
て
に　

通
い
来
る

　
　
　

妖あ
や

し
娘
の　

賭
け
た
恋

　

二
、
許

ゆ
る
し
た

嫁む
す
め　

居
り
な
が
ら

　
　
　

逢
瀬
楽
し
む　

若
者
は

　
　
　

母お

親や

に
止
め
ら
れ　

そ
の
一
夜

　
　
　

灯
す
常
夜
灯
の　

約
破
る

　

三
、
見
え
ぬ
常
夜
灯
の　

黒
い
海

　
　
　

髪
振
り
乱
す　

形
相
は

　
　
　

恋
に
破
れ
た　

怨
霊
か

　
　
　

打
ち
上
げ
ら
れ
て　

夢
無
惨

　

四
、
罪
の
深
さ
に　

若
者
は

　
　
　

哀
れ
身
を
投
げ　

後
を
追
う

　
　
　

情
を
寄
せ
た　

村
人
は

　
　
　

常
夜
灯
の
下
に　

比
翼
塚

　

五
、
飢
饉
に
一
揆　

浅
間
焼
け

　
　
　

地
震
戦い

く
さ争

と　

変
わ
れ
ど
も

　
　
　

今
に
伝
え
る　

悲も

の

が

た

り

恋
物
語

　
　
　

純
情
可
憐　

胸
を
打
つ

　
『
大
潟
歩
こ
う
会
』
は
自
然
を
愛

す
る
仲
間
と
一
緒
に
歩
く
こ
と
で
、

健
全
な
気
力
と
健
康
な
体
力
を
育
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
平
成
16
年
10
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
当
時
は
40
名
程
度
だ
っ

た
会
員
も
現
在
は
１
４
６
名
に
な

り
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
定
例
歩
こ
う
会
を
毎

月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。（
８
月

と
12
月
～
２
月
は
無
し
）
大
潟
区

域
の
他
、
県
内
各
地
、
長
野
県
や

富
山
県
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
年
の
計
画
が
春
の
定
期
総
会

で
承
認
さ
れ
た
後
、
会
の
役
員
が
、

毎
月
の
行
き
先
の
コ
ー
ス
を
事
前

に
下
見
、
点
検
を
し
て
、
安
全
に

は
十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
当
日

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
例
会
は
、
今
年
の
８
月
で

通
算
85
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
10
月
で
10
周
年
を
迎
え
た
の
で
、

９
月
21
・
22
日
（
日
・
月
）
に
、

一
泊
二
日
の
会
発
足
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
『
安
曇
野
北
ア

ル
プ
ス
展
望
の
道
』
を
43
名
の
会

員
が
参
加
し
、
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
、
散
歩
な
ど
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
簡
単
に
持
続
出
来
る
有

酸
素
運
動
で
す
が
、
日
常
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
時
々
、
こ

う
し
た
定
例
会
に
参
加
し
て
、
季

節
の
風
景
や
街
並
み
を
楽
し
ん
だ
り
、

仲
間
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
一
緒

に
歩
く
の
も
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

　

当
会
は
い
つ
で
も
入
会
が
出
来

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

大
潟
歩
こ
う
会

会
長
　
平
原
善
雄（
犀
潟
）

十周年記念『安曇野北アルプス展望の道』の参加者まちづくり大潟 広告掲載例 毎月 日〆切

紙面 段 縦 ×横 円

紙面 段 縦 ×横 円 ✓

詳しくは、インターネットで 久保田建築 ⇒ 検索

「 ほんのり、ほんわか ＯＭ家族。」

完 成 見 学 会！ 土 日

会場：吉川区田尻地区 ： ～ ：

太陽で 暖房・発電・給湯・換気 つの働き！

ＯＭクワトロソーラーで 暮らしをもっと快適に↑携帯電話をかざして、ＱＲコードを読み取って下さい！

☀ 家の中の太陽の働きが見えるエコナビシステムをご覧になれます ☀

大橋さんの説明に、真剣に聞き入る
参加者のみなさん

人
魚
塚
を
ず
っ
と
語
り
続
け
た
い

平
原
周
司
さ
ん
（
犀
潟
）

　

10
月
12
日
（
日
）、
危
惧
さ
れ
た
台

風
19
号
の
影
響
も
な
く
天
候
に
も
恵

ま
れ
え
ち
ご
く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隔
年
ご
と
の
開
催
で
今
回
は
高
田

開
府
４
０
０
年
と
重
な
っ
た
第
10
回

の
記
念
す
べ
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
最
多
の
２
６
２
７
人
の
選
手
が

参
加
し
、
秋
色
の
深
ま
っ
た
く
び
き

野
の
山
野
を
１
０
０
㎞
と
60
㎞
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
走
り
抜
き
ま
し
た
。

　

え
ち
ご
く
び
き
野
マ
ラ
ソ
ン
は
国

内
屈
指
の
難
コ
ー
ス
で
知
ら
れ
る
と

共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
も

て
な
し
も
最
高
と
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者

の
間
で
は
非
常
に
評
価
の
高
い
大
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
潟
区
は
１
０
０
㎞
の
部
の
通
過

コ
ー
ス
で
２
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人

達
が
エ
ー
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

（
選
手
支
援
所
）

や
沿
道
で
選
手

を
応
援
し
ま
し

た
。

鵜の浜エードステーションでおもてなし
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ご
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野
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大
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会
と
し
て
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

渋
柿
浜
で
は
、
20
の
隣
組
を
４
チ
ー

ム
編
成
に
し
た
対
抗
戦
。
広
い
運
動

広
場
を
使
っ
て
各
種
目
に
挑
み
ま
し
た
。

　

超
大
玉
送
り
は
、
さ
ら
に
２
チ
ー
ム

が
協
力
し
合
い
２
つ
に
分
か
れ
て
行
う

総
力
戦
。
大
縄
跳
び
は
縄
を
回
す
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
跳
ぶ
人
の
体
力
勝
負
と
な
り
、

応
援
に
も
熱
が
は
い
り
ま
し
た
。

お知らせ　第111号
発　　行　まちづくり大潟
発行責任者　後藤　紀一
発 行 日　平成26年11月１日
TEL/FAX　534−6810/6815

ま
ち
づ
く
り
大
潟
か
ら
の

大
潟
区
総
合
事
務
所
か
ら
の

11月

まちづくり大潟	 　534-6810
大潟区総合事務所
　総務班、地域振興班	　534-2111（代）
　産業建設業務窓口班	　534-6803
　市民生活班、税務班	　534-6807
　福 	　　祉　　	班 	　534-6805
　教 育 ・ 文 化 班	　534-6808
大潟地区公民館	 　534-4367

問 

合 

せ

《定休日等》
鵜の浜人魚館（毎週火曜日、
　　　　　	 11/4・5・6	はメンテナンスのため休館）
体育センター、体操アリーナ
　　　　　　（毎週月曜日、祝日の場合は翌日）

　大潟区の　人口9,837人　世帯数3,433世帯
（平成26年10月1日現在）

「
卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
」

　
　
　
　
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

９
月
、
喧
噪
の
夏
が
終
わ
り
爽
や

か
な
秋
風
を
感
じ
る
中
、
町
内
会
に

よ
る
運
動
会
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

快
晴
の
21
日
（
日
）
に
は
、
雁
子

浜
、
四
ッ
屋
浜
、
渋
柿
浜
町
内
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
競
技
で

老
若
男
女
が
一
緒
に
な
っ
て
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
雁
子
浜
町
内
会
の
運
動

会
は
歴
史
が
古
く
、
今
年
で
37
回
を

数
え
ま
す
。
競
技
は
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
皆
が
参
加
で
き
る
よ

う
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
中
心
に
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
８
つ
の
隣
組
対
抗
戦
！

小
中
学
生
の
少
な
い
組
に
は
、
子
供

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来 

！

各
町
内
会
運
動
会
で

　 

ご
近
所
同
士
の
支
え
合
い

水運びリレー。最後の一杯が勝負の決め
手となりました。
（雁子浜）

ゲートボール種目。規定の距離に近いと
ころまで転がす、微妙な匙加減が難しい。
（雁子浜）

大玉送りはお手の物 ?!	勢いよく転がり、
熱戦となった。
（渋柿浜）

ジュースの早飲み競争。炭酸入り500ml
に大苦戦！
（雁子浜）

チームワークで勝負。息を合わせて跳び
ます。（渋柿浜）

　

卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

郷
土
出
身
の
音
楽
家
、
小
山
作
之
助

先
生
を
顕
彰
し
、
偉
大
な
業
績
を
一

人
で
も
多
く
の
方
か
ら
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
音
楽
祭
の
企
画
・
運

営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
誇
り
を
守
り
、
伝
え
る
た

め
に
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
・
問
合
せ

　
	

卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
教
育
・
文
化
班
）

　

☎
５
３
４
・
６
８
０
８

会
が
う
ま
く
子
供
た
ち
を
助
っ
人
と

し
て
班
分
け
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

組
長
を
中
心
に
、
ご
近
所
同
士
が
力

を
合
わ
せ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
あ
と
は
、
反
省
会
と
言

う
名
の
打
ち
上
げ
懇
親
会
も
お
楽
し

み
の
一
つ
で
、恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
長
の
熊
木
清
さ
ん
は
、「
一
年

に
一
度
、
家
族
み
ん
な
で
参
加
で
き

る
行
事
だ
か
ら
、
親
睦
と
交
流
の
機

月・日 曜日 行事等 問合せ先

11・5 水

２歳児健診
（受付時間	13:00～13:20）
大潟保健センター
【対象	H24年７月～９月生】

福祉班

11・6 木 いきいきサロン・渋柿浜町内会館 まちづくり大潟

11・8 土
えほんのひろば（10:00～11:00）
大潟地区公民館
【対象	幼児から小学生】

大潟地区公民館

11・9 日

農林水産業フェスティバル
夢大地おおがた
（9:00～12:00）
大潟カントリーエレベーター前広場

産業建設業務
窓口班

11・13 木 いきいきサロン・やすらぎの家 まちづくり大潟

11・19 水 いきいきサロン・下小船津浜町内会館 まちづくり大潟

11・20 木

いきいきサロン・土底浜町内会館 まちづくり大潟

離乳食（初期）相談会
（受付時間	9:15～9:30）
大潟保健センター
【対象	H26年６月生】

福祉班
離乳食（中期）相談会
（受付時間	10:15～10:30）
大潟保健センター
【対象	H26年４月生】

11・21 金 いきいきサロン・メンズ会 まちづくり大潟

11・25 火

いきいきサロン・上小船津浜町内会館 まちづくり大潟

３か月児健診
（受付時間	13:00～13:20）
大潟保健センター
【H26年７月～８月生】

福祉班

11・27 木 いきいきサロン・犀潟町内会館 まちづくり大潟
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日時：平成26年11月15日（土曜日）
　　　17時30分開演（17時開場します）
場所：頸城区城野腰「樹下美術館」
参 加 費：お一人様　1200円
　　　　　中高生　　 800円
お申込み：樹下美術館窓口で、または
　　　　　お電話で 025-530-4155

●クラシック：バッハ「Ｇ線上のアリア」、モーツアルトのピアノ曲など
●ジャズ、ポピュラー、ラテン：ダイナ・ショアー「青いカナリア」、
　　　　　　　　　　　　 江利チエミ「テネシーワルツ」など
●歌謡曲：美空ひばり「越後獅子」
●童謡：川田孝子「月の砂漠」など
 ＊合計20曲前後で、当日一部内容が変わることがあります

〝晩秋のひととき　過ぎし日を思い〟　　
　　　　　　　　〝あるいは異文化体験を〟

『曲目』




